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有
為
会
の
近
況 
 
 

 

 
 

支
部
だ
よ
り
１
５
号
を
５
月
に
お
届
け
し

て
か
ら
半
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
の
有
為

会
の
主
な
出
来
事
を
報
告
し
ま
す
。 

 [

会
員
数] 

 

６
月
４
日
現
在
８
５
名
（
正
会
員
４
７
、

個
人
賛
助
会
員
３
６
、
法
人
賛
助
会
員
２
）

で
、
前
年
同
時
期
よ
り
も
３
名
増
で
す
。 

 [

支
部
通
常
総
会
・
講
演
会] 

６
月
４
日
（
土
）
会
場 

仙
台
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル 

出
席
者
１
６
名 

 

事
業
報
告
、
決
算
、
事
業
計
画
、
予
算
等

の
審
議
・
承
認
を
行
い
ま
し
た
。 

・
講
演
会 

支
部
総
会
後
引
き
続
き
実
施
、

参
加
者 

会
員
１
６
名
、
寮
生
３
名 

 

講
師 

甲 

國
信
支
部
長
、
題
目
「
大
正
初

期
の
米
沢
人
宮
城
県
知
事
森
正
隆
が
残
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
」 

 

講
演
内
容
に
つ
い
て
は
会
誌
６
６
号
の

「
支
部
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 [
夏
の
交
流
会 

花
火
鑑
賞
会] 

８
月
５
日 

仙
台
興
譲
館
屋
上 

参
加

者 
会
員
７
名
と
家
族
５
名
、
寮
生
８
名 

 [

秋
の
交
流
会 
芋
煮
会]  

 

１
０
月
８
日
（
土
） 

会
場 

仙
台
興
譲

館 

参
加
者 

会
員
７
名 

寮
生
１
２
名 

計
１
９
名 

 

 [

寮
生
募
集
活
動] 

・
高
校
に
お
け
る
興
譲
館
寮
の
説
明 

６
月
３
０
日 

米
沢
興
譲
館
高 

仙
台
寮

説
明
担
当 

滝
口
館
長 

７
月
２
３
日 

長
井
高 

担
当 

甲
支
部

長 

１
０
月
１
５
日 

米
沢
東
高 

担
当 

甲 

支
部
長 

・
市
町
村
へ
の
協
力
要
請 

１
１
月
１
８
日 

高
畠
町 

寒
河
江
信
町

長
に
支
部
長
が
面
会
し
、
募
集
へ
の
協
力
を

要
請
し
て
き
ま
し
た
。 

 

有
為
会
本
部
関
係 

[

米
沢
有
為
会
第
３
回
（
通
算
１
２
９
回
）
定

時
総
会]  

 

６
月
２
５
日
（
土
） 

米
沢
伝
国
の
杜
大

会
議
室 

（
支
部
か
ら
の
参
加
者 

滝
口
館

長
、
甲
支
部
長
） 

[

米
沢
有
為
会
総
合
文
化
講
演
会] 

講
師 

我
妻
悦
雄
氏
（
我
妻
組
（
株
）
社

長
） 

題
目 

「
弘
前
城
が
動
い
た
」
四
百

ト
ン
の
城
を
う
ご
か
す
曳
家
の
伝
統
技
術
」 

 

昨
年
行
わ
れ
た
弘
前
城
天
守
閣
の
曳
家
を

覚
え
て
お
ら
れ
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

あ
の
工
事
を
行
っ
た
会
社
は
米
沢
成
島
町
の

我
妻
組
で
す
。
社
長
は
川
西
町
堀
金
の
出
身

で
米
沢
工
業
の
卒
業
生
で
す
。
こ
れ
ま
で
に

米
沢
有
為
会 

仙
台
支
部
だ
よ
り 
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数
々
の
難
工
事
を
高
い
技
術
力
で
完
成
さ
せ

て
き
ま
し
た
。 

講
演
の
詳
細
は
、
会
誌
６
６
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 [

本
部
理
事
会] 

第
２
回
理
事
会 
９
月
１
７
日
（
日
）
東

京
興
譲
館 

主
な
議
題 
２
９
年
度
奨
学
生

募
集
要
項
及
び
寮
生
募
集
要
項
に
つ
い
て
、

百
三
十
周
年
記
念
事
業
の
検
討
と
寄
付
の
募

集
に
つ
い
て
、
次
期
本
部
役
員
選
考
役
員
会

の
設
置
に
つ
い
て
、
東
京
興
譲
館
の
居
室
の

改
修
に
つ
い
て 

（
支
部
長 

甲 

國
信
） 

 

                

会
員
の
コ
ー
ナ
ー 

 

米
沢
弁
と
有
為
会
の
創
立
―
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
歴

史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
を
視
て
思
っ
た
こ
と   

甲 

國
信 

 
  

   

１
０
月
７
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
で
放
送
さ
れ

た
「
歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
：
日
本
人
な
の

に
通
じ
ナ
イ
」
は
、
明
治
初
期
の
日
本
語
の

混
乱
と
標
準
語
の
誕
生
を
扱
っ
て
面
白
か
っ

た
。
江
戸
時
代
、
日
本
は
三
百
の
藩
に
分
か

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
お
国
言
葉
が
話

さ
れ
て
い
た
が
、
人
間
の
交
流
は
盛
ん
で
は

な
か
っ
た
か
ら
、
標
準
語
が
な
く
て
も
不
自

由
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
維
新
後
全
国
の

各
地
か
ら
東
京
に
や
っ
て
き
た
人
た
ち
の
間

で
、
言
葉
が
通
じ
な
い
と
い
う
問
題
が
起
こ

っ
た
。
軍
隊
で
起
き
た
、
命
令
が
通
じ
な
い

と
い
う
事
態
は
、国
家
の
大
問
題
で
あ
っ
た
。

番
組
は
こ
う
し
た
大
問
題
に
対
す
る
様
々
な

解
決
策
（
中
に
は
、
い
っ
そ
日
本
語
を
捨
て

て
英
語
に
し
て
し
ま
え
と
の
極
論
も
あ
っ

た
）
を
紹
介
し
、
東
京
帝
大
教
授
上
田
万
年

が
現
在
の
標
準
語
の
原
型
を
作
る
ま
で
を
描

い
て
い
た
。
こ
の
番
組
は
、
井
上
ひ
さ
し
が

同
じ
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
「
国
語
元
年
」
と
い

う
ド
ラ
マ
を
思
い
出
さ
せ
た
。  

維
新
か
ら
百
五
十
年
後
の
今
日
で
は
、
テ

レ
ビ
の
お
陰
で
日
本
中
ど
こ
に
行
っ
て
も
標

準
語
が
話
さ
れ
て
い
て
、
土
地
の
言
葉
は
老

人
だ
け
の
も
の
に
な
り
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
。

「
ズ
ー
ズ
ー
弁
」
と
い
う
言
葉
自
身
も
死
語

に
な
り
つ
つ
あ
る
。  

高
校
生
当
時
、
生
徒
の
間
で
、
東
京
に
出

た
米
沢
出
身
の
学
生
が
、
「
君
は
米
沢
か
ら

出
て
き
た
の
か
ね
」
と
聞
か
れ
て
、
「
ン
ダ

シ
」
と
は
言
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
「
そ
う

で
す
シ
」
と
答
え
た
と
い
う
笑
い
話
が
伝
わ

っ
て
い
た
か
ら
、
標
準
語
を
う
ま
く
話
せ
る

か
は
、
生
徒
一
般
の
関
心
事
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。  

東
京
か
ら
従
姉
妹
た
ち
が
遊
び
に
来
る
時

は
、
自
分
の
言
葉
を
あ
ま
り
気
に
し
な
か
っ

た
が
、
こ
ち
ら
が
東
京
に
出
か
け
た
時
は
神

経
を
使
っ
た
。
し
か
し
、
気
を
つ
け
た
ぐ
ら

い
で
は
強
い
訛
り
は
な
く
な
ら
な
い
。
や
は

り
言
葉
を
気
に
せ
ず
話
せ
る
同
郷
人
は
あ
り

が
た
か
っ
た
。  

こ
の
こ
と
を
さ
ら
に
強
く
感
じ
た
の
は
外

国
で
生
活
し
た
時
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
同

郷
人
は
同
国
人
に
置
き
換
わ
る
。
出
身
地
は

問
わ
な
い
。
四
十
年
前
ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外
の

研
究
所
に
留
学
し
た
時
、
住
ん
だ
場
所
に
日

本
人
は
見
当
た
ら
ず
、
よ
う
や
く
そ
れ
ら
し

き
人
を
見
か
け
て
喜
ん
で
声
を
か
け
た
ら
、

韓
国
の
人
だ
っ
た
。  

研
究
所
に
い
た
日
本
人
仲
間
と
は
、
家
族

ぐ
る
み
で
親
し
く
付
き
合
っ
た
。
何
と
い
っ

て
も
母
国
語
で
自
由
に
話
せ
る
こ
と
が
あ
り

が
た
か
っ
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
着
い
て

し
ば
ら
く
の
間
は
物
珍
し
い
こ
と
ば
か
り
だ

が
、
そ
の
う
ち
、
自
国
と
異
な
る
社
会
を
覚

め
た
目
で
見
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で

気
が
つ
か
ず
に
い
た
自
国
の
良
さ
が
見
え
て

き
て
、
み
ん
な
多
少
と
も
愛
国
者
に
な
り
、

こ
の
こ
と
が
結
び
つ
き
を
さ
ら
に
強
く
し
た

よ
う
に
思
う
。  

話
を
明
治
二
十
年
頃
の
東
京
に
移
す
。
伊

東
忠
太
先
生
始
め
有
為
会
創
立
の
中
心
と
な

っ
た
米
沢
出
身
の
青
年
達
は
、
本
郷
森
川
町

空
橋
の
下
宿
屋
で
、
芋
の
子
を
洗
う
よ
う
な

合
宿
さ
な
が
ら
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い

う
。
当
時
の
地
方
人
に
と
っ
て
、
当
時
東
京

暮
ら
す
こ
と
は
、
現
代
の
人
間
が
日
本
人
の

あ
ま
り
い
な
い
海
外
の
地
で
生
活
す
る
の
に

近
か
っ
た
と
考
え
る
と
、
同
郷
人
が
集
ま
っ

た
こ
と
は
頷
け
る
。
集
ま
る
理
由
は
、
同
郷

支部だより１５号の訂正 

 

ｐ.4 2段目 後から6行目  

大武清夫さんの「私と有為会」  

外聞 → 仄聞 に訂正 

 

誠に申し訳ありませんでした。  

編集者 

 

 

支
部
だ
よ
り
原
稿
募
集 

 

随
想
、
旅
行
記
、
趣
味
な
ど
何
で
も
結

構
で
す
。
次
号
は
５
月
発
行
予
定
、
是
非

投
稿
下
さ
い
。 
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人
同
士
の
気
安
さ
、
特
に
「
言
葉
の
心
配
が

な
い
」
こ
と
が
大
き
な
要
素
と
し
て
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
米
沢
弁
が
有
為

会
の
創
立
を
後
押
し
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
、
海
外
で
高
ま
る
愛
国
心
に
相
当
す

る
郷
土
愛
が
加
わ
っ
て
、
さ
ら
に
郷
党
の
結

束
を
強
く
し
た
と
想
像
出
来
る
。  

し
か
し
、
同
郷
人
の
結
束
を
強
く
し
た
主

な
理
由
を
方
言
に
求
め
る
の
は
的
外
れ
で
、

最
も
大
き
な
理
由
は
、維
新
で
賊
軍
と
な
り
、

国
の
諸
活
動
の
中
枢
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た

状
況
を
結
束
し
て
打
開
す
る
こ
と
に
あ
っ
た

と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
無
く
し
て

は
、
た
っ
た
一
年
で
四
百
人
を
超
え
る
会
員

を
集
め
る
の
は
無
理
で
は
な
い
か
。  

 

有
為
会
創
立
に
携
わ
っ
た
人
々
の
非
凡
さ

は
、
同
郷
人
の
集
ま
り
を
単
な
る
親
睦
団
体

と
せ
ず
に
、
郷
土
愛
を
土
台
に
、
相
互
の
親

睦
と
切
磋
琢
磨
を
目
的
と
し
共
存
共
栄
を
計

る
団
体
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
切
磋
琢

磨
ぶ
り
は
、
創
刊
時
の
有
為
会
誌
に
現
れ
て

い
て
、
支
部
講
演
会
で
紹
介
し
た
、
大
正
初

期
の
宮
城
県
知
事
と
な
る
森
正
隆
が
学
生
時

代
に
書
い
た
論
説
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。  

以
上
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
「
歴
史
秘
話
ヒ

ス
ト
リ
ア
」を
見
て
頭
に
浮
か
ん
だ
こ
と
を
、

支
部
だ
よ
り
の
埋
め
草
の
記
事
と
し
て
書
い

た
。
妄
想
に
近
い
か
も
知
れ
な
い
。  

（
支
部
長 

仙
台
市
青
葉
区
在
住
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
後
の
行
事
予
定 

★
１
２
月
１
８
日
（
日
） 

・
第
一
回
入
寮
面
接 

（
会
場
：
仙
台
興
譲
館
） 

★
１
月
１
４
日
（
土
）
ど
ん
と
祭 

★
１
月
２
１
日
（
土
） 

・
新
年
会
兼
卒
寮
生
歓
送
コ
ン
パ
（
寮
生
会

主
催
） 

（
会
場
：
仙
台
興
譲
館
） 

★
２
月
１
８
日
（
土
） 

・
第
二
回
入
寮
面
接 

（
会
場
：
米
沢
置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

★
２
～
３
月
中
温
泉
旅
行 

★
３
月
１
１
日
（
土
） 

 

・
第
三
回
入
寮
面
接 

（
会
場
：
米
沢
置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

★
３
月 

末
日
（
日
） 

 

・
寮
生
総
会 

★
３
月
２
６
日
（
日
） 

・
第
四
回
入
寮
面
接 

（
会
場
：
仙
台
興
譲
館
） 

     

行 

事 

報 

告 

 

夏
の
交
流
会
（
花
火
鑑
賞
会
） 

Ｈ
２
８
年
８
月
５
日 

於
：
仙
台
興
譲
館
屋
上 

 

参
加
者 

会
員
７
名
＋
家
族
５
名 

寮
生

８
名 

計
２
０
名
。
天
気
・
風
に
恵
ま
れ
最

高
の
花
火
を
鑑
賞
で
き
た
。 

           

秋
の
交
流
会
（
芋
煮
会
） 

Ｈ
２
８
年
１
０
月
８
日 

於
：
広
瀬
川
河
原 

 参
加
者 

会
員
７
名 

寮
生
１
２
名 

計
１

９
名
。 

                    

朝
か
ら
小
雨
、
寮
で
の
芋
煮
会
に
変
更
、 

米
沢
直
送
の
材
料
で
寮
生
の
味
付
け
も

上
々
で
す
。
昨
年
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
寮
の
食

堂
も
ト
イ
レ
の
評
判
も
上
々
で
し
た
。 
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寮
の
庭
の
植
物 

ヒ
ガ
ン
バ
ナ 

 

 

滝
口 

政
彦 

 

寮
の
裏
側
に
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
（
写
真
）
が
二

ヵ
所
に
数
十
株
生
え
て
い
る
の
に
初
め
て
気

付
い
た
の
は
昨
年
秋
草
刈
り
を
し
て
い
る
と

き
だ
っ
た
が
花
は
な
か
っ
た
。
今
年
庭
の
草

刈
り
を
９
月
に
行
っ
た
と
き
ち
ょ
う
ど
花
盛

り
で
あ
っ
た
。
葉
が
な
く
真
っ
赤
な
花
だ
け

目
立
つ
異
様
な
姿
で
１
０
本
以
上
固
ま
っ
て

咲
い
て
い
る
。
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
は
不
思
議
な
植

物
で
あ
る
。
花
が
咲
い
て
い
る
と
き
は
葉
が

な
い
。花
が
咲
い
て
も
実
と
種
が
で
き
な
い
。

ど
う
し
て
増
え
る
か
と
い
う
と
地
下
の
芋
―

タ
マ
ネ
ギ
と
同
じ
鱗
茎
が
あ
る
。
芋
に
は
リ

コ
リ
ン
と
い
う
毒
が
あ
る
。
日
本
に
は
野
生

は
な
く
、
中
国
か
ら
渡
来
し
人
の
手
に
よ
り

芋
が
運
ば
れ
て
分
布
域
を
広
げ
た
よ
う
で
あ

る
。 

          

万
葉
集
に
壱
師(

い
ち
し)

と
い
う
植
物

が
載
っ
た
歌
が
一
首 

 
 

路み
ち

の
辺へ

の 

い
ち
し
の
花
の 

灼い
ち

然
し
ろ
く 

人
み
な
知
り
ぬ 

我
が
恋
妻
は 

 
 
 
 
 
 
 

（
巻
１
１
の
２
４
８
０
） 

 

 

そ
の
意
味
は
単
純
で
、
私
が
あ
の
女
を
恋

し
て
い
る
こ
と
は
道
端
の
い
ち
し
の
花
の
よ

う
な
も
の
で
明
ら
か
に
世
間
の
人
が
皆
知
っ

て
い
る
と
い
う
恋
歌
で
あ
る
。 

こ
の
い
ち
し
の
花
が
従
来
ギ
シ
ギ
シ
、

ク
サ
イ
チ
ゴ
、
エ
ゴ
ノ
キ
と
か
言
わ
れ
て

き
た
が
、
植
物
学
者
の
牧
野
富
太
郎
博
士

が
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
説
を
出
し
た
。
そ
の
文
章
を

み
る
と
道
端
で
目
立
つ
「
い
ち
し
」
に
ふ
さ

わ
し
い
花
と
し
て
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
を
ま
っ
た
く

の
思
い
つ
き
で
出
し
て
お
り
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

の
方
言
で
ど
こ
か
の
地
方
に
「
い
ち
し
」
が

見
つ
か
れ
ば
い
い
と
記
し
て
い
る
。
い
ち
し

ろ
く
も
白
い
花
の
感
じ
で
、
い
ち
し
＝
ヒ
ガ

ン
バ
ナ
説
は
納
得
で
き
な
い
人
が
多
い
よ
う

だ
。 ヒ

ガ
ン
バ
ナ
は
史
前
帰
化
植
物
と
い
わ

れ
る
。
史
前
帰
化
植
物
と
は
、
前
川
文
夫

博
士
（
昭
和
１
８
年
）「
植
物
分
類
地
理
」（
小

泉
博
士
還
暦
記
念
号
：
こ
の
学
会
誌
は
米
沢

出
身
の
植
物
学
者
京
都
帝
国
大
教
授
小
泉
源

一
博
士
に
よ
り
創
刊
）
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た

概
念
で
、
稲
作
に
伴
い
伝
播
し
て
き
た
植

物
群
を
い
う
。
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
有
史
以
前

に
帰
化
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が

あ
り
そ
う
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
確
実
な
和
名

は
室
町
時
代
に
な
ら
な
い
と
現
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。 

彼
岸
花
は
曼
珠
沙

ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ

華げ

と
も
呼
ば
れ
る
が
、

な
ぜ
か
解
ら
な
い
が 

「
赤
い
花
な
ら 

曼
珠
沙
華  

阿
蘭
陀

お

ら

ん

だ

屋
敷
に 

雨
が
降
る 

 

濡
れ
て
泣
い
て
る 

じ
ゃ
が
た
ら
お
春 

」

と
い
う
歌
詞
が
口
に
出
て
く
る
。
ネ
ッ
ト

で
調
べ
て
み
る
と
戦
前
の
昭
和
１
４
（
１

９
３
９
）
年
の
歌
謡
曲
「
長
崎
物
語
」
の

歌
詞
で
あ
る
。
戦
後
生
ま
れ
の
私
の
記
憶

に
あ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
、
よ
く
解
ら

な
い
。
山
口
百
恵
の
歌
に
も
「
曼
珠
沙

ま
ん
じ
ゅ
ー
し
ゃ

華か

」（
作
詞
：阿
木
燿
子
）
と
い
う
激
し
い

恋
の
炎
を
歌
い
上
げ
た
も
の
が
あ
る
が
、

真
っ
赤
に
咲
き
乱
れ
る
彼
岸
花
の
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
こ
ち
ら
が
ふ
さ
わ
し
い
。 

 

同
じ
日
に
季
節
外
れ
の
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ

も
咲
い
て
い
た
（
写
真
）。
梅
雨
頃
咲
く
の

に
曼
珠
沙
華
に
合
わ
せ
る
と
は
不
思
議
だ
。 

 

そ
う
い
え
ば
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
か
ら
品
種

改
良
さ
れ
た
ア
ジ
サ
イ
の
学
名
は
「
長
崎

物
語
」
に
出
て
く
る
長
崎
出
島
の
阿
蘭
陀

屋
敷
と
は
大
い
に
関
係
が
あ
る
。
江
戸
末

期
出
島
に
滞
在
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の

医
者
で
あ
り
博
物
学
者
の
シ
ー
ボ
ル
ト 

               

が
Ｈ
ｙ
ｄ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ａ 

Ｏ
ｔ
ａ
ｋ
ｕ

ｓ
ａ
と
い
う
学
名
を
付
け
た
。
今
年
は
シ
ー

ボ
ル
ト
没
後
１
５
０
周
年
と
い
う
こ
と
を

記
念
し
て
上
野
の
国
立
博
物
館
で
シ
ー
ボ

ル
ト
展
が
開
か
れ
て
い
る
。
い
つ
か
Ｏ
ｔ

ａ
ｋ
ｕ
ｓ
ａ
と
い
う
学
名
の
由
来
に
つ
い
て

書
い
て
み
よ
う
。 

（
仙
台
興
譲
館
館
長
） 

 

 

・
編
集
後
記
：
今
年
も
残
り
後
わ
ず
か
。
日

本
も
世
界
も
大
き
く
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
ど

こ
に
向
か
っ
て
行
く
の
で
し
ょ
う
か
。
争
い

の
な
い
平
和
な
世
界
を
願
い
た
い
が
。 

 

皆
様
よ
い
お
歳
を
お
迎
え
下
さ
い
。 

編
集
責
任
者
：
滝
口
政
彦 
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